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研究成果の概要（和文）： 

学校での支援については特別支援教育コーディネーターの「調整」の内実やナチュラルサポー

ターの育成と支援について検討した。親支援については、発達障害児の母親の育児肯定感や夫

の育児に関する実態と認識が明確となった。発達障害児の自己意識の発達については、研究動

向の把握と、原因帰属、自己評価と自尊心との関連等から特性を検討した。心理臨床的支援に

ついては、心理劇的ロールプレイの有効性に関して縦断的検討を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The contents of coordination for constructing a school support system by special needs 

education coordinators are discussed. 

The relation mothers’ recognition of much their husbands participated in raising their 

children with developmental disabilities, and mothers’ feelings about childrearing are 

discussed.  

To investigate the self-cognition of people with AD/HD and PDD, the research trends 

with a focus on the causal attribution are discussed.  

The changing process of the self-understanding of a subject with Asperger’s disorder is 

examined. We held psycho-dramatic role-playing sessions for three years in a group 

consisting of adolescents with PDD. 
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１．研究開始当初の背景 

学習障害、注意欠陥/多動性障害（以下 ADH

Ｄ）、高機能自閉症、アスペルガー障害等の

軽度発達障害のある子ども（以下、対象児）

を対象とした特別支援教育における具体的

な支援策の構築・実現、教育的・社会的な急

務課題となっており様々な取り組みがなさ

れてきたが、そこには次のような問題点があ

る。①ある年齢段階のある発達障害へのある

特性に対する一面的な支援に留まり、生涯発

達的視点に立脚した障害児にとって｢真｣に

役立つ有機的支援になっていない、②支援す

る側からの視点が前面に出た対策であり、対

象児の視点に立脚した支援策ではない、③対

象児の視点に立脚した支援策を考えるとき

に、何をそのキー概念（手がかりの核）にす

るか明確でない。そこで、本研究では、支援

される側の生活世界や精神世界に注目し、対

象児の視点に立脚した生涯発達的視点から

の教育支援の在り方を検討していく。 

２．研究の目的 

目的①軽度発達障害児をとりまく社会的環

境について実態調査する 

目的②軽度発達障害児の自己意識のありか

たを検討する 

目的③軽度発達障害児に対する心理臨床的

援助、教育支援についてその方法の有効性や

変容のプロセスを解明する 

 

３．研究の方法 

目的①：学校支援については小学校における

特別支援教育コーディネーターの「調整」に

関して、1事例を対象に 1年間にわたる縦断

研究を行った。また、共生社会を生きる人材

を育成するかという観点からナチュラルサ

ポーターの育成と支援について検討した。親

支援については、発達障害児の母親を対象と

した質問紙調査を行った。「自分のための時

間」に関して半構造化面接調査を行った。青

年期発達障害者の親支援について事例研究

を行った。 

目的②：発達障害児の自己意識の発達につい

て、データベースをもとに文献検索を行った。

自己意識の発達について、発達障害児を対象

に調査研究を行った。自己認識に関する発達

的検討をすすめるため、小・中学生の定型発

達児を対象に横断的調査を行った。 

目的③：心理劇的ロールプレイを用いた軽度

発達障害児のグループワークにおける他者

への志向性の過程および子どもの対人関係

の困難さを主訴として来談した親に対する

集団心理面接過程に関する縦断的な事例検

討を行った。 

 

４．研究成果 

・小学校における特別支援教育コーディネー

ターの「調整」の内実を明確にした。共生社

会を生きる人材をいかに育成するかという

観点からナチュラルサポーターの育成と支

援について提言を行った。親支援については、

発達障害児の母親を対象に、育児肯定感と、

父親の育児に対する母親の認識との関連性、

および「自分のための時間」に関する実態と

親の認識が明確となった。 

・発達障害児の自己意識の発達について、研

究動向の把握と今後の課題が明確となった。

自己意識の発達について、課題遂行に対する

原因帰属、自己評価と自尊心との関連、ポジ

ティブ・イルージョン、他者に映る自己評価、

自己概念という観点からの特性が明確とな

った。 また、小・中学生の定型発達におけ

る自己認識に関する発達的様相を示すこと

ができた。 

・心理劇的ロールプレイを用いた軽度発達障

害児のグループワークにおける他者への志

向性の過程および子どもの対人関係の困難

さを主訴として来談した親に対する集団心

理面接過程に関する縦断的なプロセスが明

確となった。 
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